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予掘りと第１ガイドレールのたて込み

４

１/ｉｆ二逗三

掘削しながらレール､パネルの挿入

さらに､上部パネルの挿入

たて込み簡易十蜜Ｔ茨

ＭＫシステムの施工順序

２ ３

Ｃｌ

両側へパネルの挿入 第２ガイドレールのたて込み

５

次のパネルの予掘､挿入

ガイドレールのたて込み

６

■■
基礎､管渠､埋戻し



Ｃ

切りばり部品の断面特'性と重髭

レールの断面特'性と断面寸法

パネルの種類と寸法

Ａ

画
ロ

８１

レールの断面特'性と断面寸法

切りばり部品の種類と長さ

レールの種類と長さ

※印接続レール

切りばり部品の種類と長さ

切りばり部品の断面特'性と重鍾

レールの種類と長さ

パネルの断面特性パネルの断面特性

※Ｔ．Ｂ．はターンバックル

パネルの種類と寸法

]。圃皿

ダブルレール

種類

4ｍ

5ｍ

③１ｍ

⑭2ｍ

長さ

4.000

5,000

1,000

2.000

狐類

A/２

Ｃｌ，

商さ、

500

940

1,849

２１５２

2.152

幅

2‘900

2.900

2.900

2.900

2.900

ﾉ軍さ

105

1０５

1０５

1０５

１０７

シングルレール

種類

2ｍ

3ｍ

3.5ｍ

4ｍ

4.5ｍ

5ｍ

､0.5ｍ

長さ

2.300

3‘050

3,500

4000

4,500

5.000

500

種類Ｆｎａｒ野一一

97式SＡ型ターンバックル

S型ターンバックル

標準ターンバックル

Ａサポーター

Bサポーター

Cサポーター

Dサポーター

Eサポーター

Fサポーター

Ｇサポーター

標準継手

０Ｍ継手

長さ，~…~型｡.．

525～６７５

７１５～９１５

900～1,200

460

860

1,260

1,760

2.260

2,760

3.260

2０

240

ウエブ幅ｈｃｍ

フランジ幅ｂｃｍ

フランジ厚ｔｒｃｍ

ウエブ厚ｔ吟ｃ、

1９．３

20.6

2.0

０．７５

1９．３

20.6

2.0

2.55

36.8

20.6

2.0

1.65

断面係数

Ｚｃｍ３/、

Ａ/２

375

Ａ

291.5

Ｂ

244.4 260.1

ＣＩＩ

４１５．８

断面二次モーメントlｘｃｍ３

断面係数Ｚｃｍ．

２，．３ｍ

6.493

669

3.5,.4,.4.5,.5ｍ

6.786

699

ダブル

30.194

1.534

97式SＡ型T・Ｂ

S型T･Ｂ

標準T・Ｂ

Ａサポーター

Bサポーター

Ｃサポーター

Ｄサポーター

Eサポーター

Fサポーター

Ｇサポーター

標準謎手

０Ｍ継手

断面菰

Ａｃｍ２

35.8

36.8

36.8

28.7

28.7

28.7

32.7

32.7

36.7

37.6

半径

1.72

1.72

1.72

3.25

3.25

3.25

3‘７

3.7

4.15

4,25

断面係数

Ｚｃｍｚ

32.2

32.2

32.2

60.1

60.1

6０１

7８６

78.6

99.7

１０５．１

璽盃

k９

3５

４１

5３

1０．４

1９．５

28.5

48.2

６１

86.2

103.2

1０５

1３



－１浬JL〈

ＭＫシステムの設計について

ｑ掘削幅Ｗと切りばり全長Ｌとの関係図

ｑ切りばり部品の組合せ図(例）

シンクルレール
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ダフフレレール

注１．

注2．

ターンパックルとA～Gサポーターの組合せには標準継手が必要となりますｂ

上表の組合せの外､97式SＡ型ターンバックルと0M継手の組合せ､Ｓ型ター

ンバックルとＡ～Gサポーターの組合せ､及びターンバックルとA～Ｇサポータ

ーの組合せに0Ｍ継手を追加組合せする事も出来ます６
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ＭＫフロック
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連結バー

ＭＫプロ

ｄ切りばりの各種組合せと掘削幅Ｗとの関係

卯ど
口

〒

『＝

連結ノ 先端金具

画

サホーター

辰冨

〈_ターンバックル標準継手
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切りばりの組合せ

97式SＡ型T､Ｂ

S型T,Ｂ

切りばりの全長Ｌ

525～６７５

715～９１５

掘削幅Ｗ

885～1.035

1.075～1.275

重量ｋ９

３５

４１

〃＋０Ｍ 955～1,155 1.295～1.495

標準T,Ｂ

〃＋０Ｍ

〃＋Ａ

〃＋Ｂ

〃＋Ｃ

〃＋，

〃＋Ｅ

〃＋Ｆ

900～1.200

1.140～1.440

1‘380～1.6

1.780～2．０

2.180～2.480

Ｚ680～2.980

3.180～3.480

３‘680～3.980

1.260～1.560

1,480～1.780

1.740～2.040

2.140～2.440

2.540～2.840

3‘040～3.340

3.540～3.840

4,040～4340

５３
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７３．９
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１１１．７

124.5

149.7

〃＋Ｇ 4.180～4.480 166.7
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ＭＫシステムの部品構成
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補助ワイヤー

シヤックル

エ具箱(レンチ､ハンマー等一式）

パネル移動用具

リ

３

1３1２

０

９
目 画

Ｉ1０ 閏 両Ｉ&ｕ 町

ｒ

ｌ

⑪〆上
梱

部 品 名部 品 名

上部パネル(A/2,ＡまたはB）

①「iＩ

２１

立
引
↑
五
十
一
；
剛
計

Ｌ

８
９
１
１

唖

４４

フック付吊ワイヤー

ＭＫシステムの部品構成

ハネル吊金具

下部パネル(CまたはCII）

ガイドレール

Nｑ

パネル連結ロッド

ボックスパレット

泥 除 け

ターンバックル

サポーター(オプション）

先端金具

カップリング(継手)(オプション）

取付ピン（２１２０）

MKブロック本体

〃、連結バー

〃クッションゴム

取付ピン(９１５０）

スナッフヒン

パネルプロテクター

NOL

1４

1５

1６
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ＭＫシステムの標準組立図と主要部品の寸法及び断面特性

図－２ ＭＫ－３ ＭＫ－４ＭＫ-３．５ ＭＫ４
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ＭＫｼｽﾃ:ﾑの荷重計算

表１掘削深さによる係数ＭＫシステムの設計は｢たて込み簡易土留工法設計施工指針:た

て込み簡易土留協会:1989｣に準拠していま･夷

錘ＭＫｼｽﾃ:ﾑの荷重計算

ー

(注)詳細については上記｢設計施工指針｣を御参照
下さい。

a＝１5.0ｍ≦Ｈ

土質定数

適用範囲 a＝会(Ｈ－１）5.0ｍ＞Ｈ≧3.0ｍ

湧水

●ヒービング及びボイリングの恐れのない
土 質

表２地質による係数土質

(b)粘性地雷十拝

掘削深さ ●原則として6ｍ以下 日 Ｃ

*占’性±掘削幅 ●原則として4.7ｍ以下 砂質土

●横断管が30ｍ区間に4箇所以下、又は N＞５ ４
－
６

地下埋設物
２切廻し可能な場合

N≦５

γ:土の単位体積重量

a､b,ｃ:表1,2による係数

Ｎ:地塗の平均N値

●架空線(高圧線､電話線)が施工区間
架空線

直上6ｍ以下に架線されていないこと

土
土
士

土質

●周辺地盤に影響を及ぼさない排水量

.0ｍ

仮設構造物の設計に用いる土質定数は､原則として土質試験の

結果によるが十分な資料がない場合には､次表を参考にする。
荷重

三=悪Ｆ

･荷重の種類

①載 荷重 ②土 庄

●識荷重

自動車荷重は､換算荷重とじて土留壁の周辺に1.0tf/m書が作用

するものと考えます６

●±圧

(1)掘削深3m未満はランキン･レザール式で算定しますも

Ｐａ＝(q＋γh)tan2(45.-｡/2)－２ctan(45.-め/2）

ここにＰａ:主働土圧強度(tf/m剛)[KN/m勘］

ｑ：路上の工事の場合の載荷重(1.0tf/m橘)[10KN/m,］

γ：土の単位体積重量(tf/m，)［KN/m‘］

ｈ：地表面よりの深さ(､）

｡：土の内部摩擦角(度）

ｃ：土の粘着力(tf/m園)[KN/m罰］

ただし粘性土地盤における主働土圧の下限値として

Ｐａ＝0.3γｈ

の土圧を規定する。

(2)掘削深3ｍ以上の部材設計に用いる土庄は､図1で算定します５

表３±の単位体積重量

(a)砂質地盤十圧

(tf/nrf)[KN/㎡］

密なもの

図１載荷重ある場合の土庄

ゆるいもの

農質

砂質

粘性

!q/γ
7ｸ天勅雨恋

2.0

1.9

18

1.8

1.7

1.4

表４粘性土の粘着力とＮ値の関係 （tf/m図）［KN/rrf］

やわら

－頁一卜

ｗｗぐ･"t，｜a型L’､J'憾切'w'（｜空Z’

かたさ

Ｎ

(tf/m量）

非常にや

わらかい

2以下

1.2以下

かい

2～４

1.2～2.5

中位

4～８

2.5-50

かたい

8～1５

5.0～1０

非常に

かたい

１５～3０

１０～2０

固結した

30以上

20以上


